
第
39
回
通
常
総
会

　
　
　
総
代
会
開
催

　

秋
色
日
毎
に
深
ま
り
、
会
員
の
皆
様

に
は
お
変
わ
り
な
く
、
ご
繁
栄
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら

長
野
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
事

業
運
営
に
、
大
変
ご
協
力
を
賜
り
心
か

ら
、
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
飲
食
生
同
組
合
活
動
も
今
年
す

で
に
、
半
年
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
最
も

大
き
な
活
動
目
標
は
組
合
財
産
で
あ

る
、
会
員
の
増
強
、
組
織
拡
充
で
あ
り

ま
す
。
消
費
税
は
じ
め
社
会
環
境
の
変

化
、
全
国
飲
食
チ
ェ
ー
ン
出
店
に
よ
る
、

価
格
競
争
の
激
化
、
合
せ
て
経
営
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
で
廃
業
等
に
よ

り
、
会
員
の
減
少
が
、
こ
こ
数
年
百
名

か
ら
百
五
十
名
の
、
高
い
数
の
会
員
の

退
会
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
実
に
対
す
る
名
案
も
浮
か
ば

な
い
中
、
旧
態
依
然
と
し
た
現
在
の
組

織
で
は
、
現
実
の
問
題
に
対
応
で
き
な

い
ば
か
り
か
衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　

当
組
合
に
お
い
て
も
、
会
員
の
少
な

い
支
部
で
は
役
員
の
高
齢
化
と
、
役
員

を
受
け
て
い
た
だ
く
人
が
無
く
、
総
会

開
催
も
叶
わ
ず
支
部
消
滅
へ
の
危
機
を

は
ら
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
る
六
月
に
は
一

支
部
の
解
散
が
現
実
と
な
っ
て
ま
い
り

　

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
連
鎖
的
に
発
生

し
た
な
ら
ば
、
組
合
存
続
の
危
機
は
急

速
に
迫
っ
て
来
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

対
応
策
と
し
て
、
今
年
度
総
代
会
に

お
い
て
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
、
支
部
改

編
で
あ
り
ま
す
。
十
八
支
部
か
ら
十
支

部
へ
と
保
健
行
政
区
に
な
ら
い
、
更
に
五

ブ
ロ
ッ
ク
に
組
織
改
正
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
会
員
維
持
、
組
織
拡
充

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
現
状
に
と
ら

わ
れ
ず
中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
役

員
だ
け
で
な
く
、
会
員
全
員
参
加
の
組

織
強
化
、
拡
充
を
目
差
し
、
ま
ず
ブ
ロ

ッ
ク
支
部
間
の
親
睦
交
流
が
図
ら
れ
る

こ
と
が
、ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
に
繋
が
り
、

組
織
強
化
拡
充
の
名
案
が
待
た
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
次
世
代
を
お
願

い
す
る
人
材
の
発
掘
、
育
成
を
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
全
県
の
各
地

区
支
部
に
は
、
必
ず
次
世
代
を
託
せ
る

人
材
が
居
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
か
ら
の
自
薦
、
他
薦
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

事
業
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
が
会
員
の

増
強
、
組
織
拡
充
に
連
な
っ
て
参
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
前
年
と
同
じ
く
継
続
と
、

先
の
理
事
会
に
お
い
て
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
、
さ
ら
な
る
充
実
し
た
事
業
活

動
に
な
る
よ
う
期
待
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

総
代
会
と
飲
食
フ
ェ
ア
、
ゴ
ル
フ
大

会
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
水
素
水
等
物
販
、

各
種
共
済
、
数
多
く
の
組
合
活
動
を
生

同
だ
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
各
種

情
報
と
と
も
に
、
会
員
は
じ
め
組
合
内

　

外
に
発
信
し
ま
す
。
組
合
の
Ｐ
Ｒ
と
経

営
の
安
定
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
、
今
年
度
も
役
員
、
理
事
、
全
身

全
霊
傾
け
て
参
り
ま
す
。
何
卒
、
倍
旧

の
ご
支
援
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
皆
々
様
の
ご
健
康
と

家
業
が
、
益
々
ご
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う

御
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日

　

長
野
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　

  

理
事
長　

荻
原　

好

　

長
野
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

の
第
39
回
通
常
総
会
・
総
代
会
が
、
６

月
10
日
（
木
）
長
野
市
の
犀
北
館
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
26
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告
、
平
成
27
年
度
の
事
業
計
画

案
及
び
収
支
予
算
案
、
運
営
資
金
借
入

限
度
額
の
承
認
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
、

平
成
27
年

度
か
ら
の
組

合
費
の
値

上
げ
に
よ
る

定
款
規
約

改
正
に
つ
い

て
の
議
案
等

も
あ
り
ま

し
た
が
、
す

べ
て
承
認
可

決
さ
れ
ま
し

た
。

　

功
労
者
へ
の
表
彰
が
あ
り
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
知
事
表
彰
の
新
津
か

つ
子
氏
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
及
び
総
会
後
の
懇
親
会
に
お

い
て
は
、
賛
助
会
員
様
、
特
別
会
員

様
、
来
賓

の
方
々
、

多
数
ご
出

席
い
た
だ

き
、
通
常

総
会
・
総

代
会
が
無

事
終
了
い

た
し
ま
し

た
。

長野県飲食業
生活衛生同業組合
理事長　荻原　好
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新
役
員
紹
介



受
賞
お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

知
事
表
彰

 

新
津
か
つ
子 

大
北
支
部

県
連
合
会
長
表
彰

 

宮
田
正
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上
小
支
部

 

阿
部
松
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中
高
支
部

 

志
水　

誠 

長
野
支
部

理
事
長
表
彰

 

中
澤
智
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佐
久
支
部

 

清
野
正
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佐
久
支
部

 

稲
垣
一
美 

上
小
支
部

 

兵
頭
鉄
也 

上
小
支
部

 

福
澤
和
子 

伊
那
支
部

 

小
林
千
代 

上
山
田
支
部

 

山
岸
信
幸 

須
高
支
部

 

山
崎
章
裕 

中
高
支
部

 

齋
藤
幸
代 

長
野
支
部

厚
生
労
働
省
健
康
局
長
表
彰

 

武
田
雅
成 

佐
久
支
部

全
国
中
央
会
理
事
長
感
謝
状

 

大
日
方
勇 

長
野
支
部

全
飲
連
会
長
表
彰

　
　

小
宮
山
す
み
江 

佐
久
支
部

 

黒
岩
常
夫 

中
高
支
部

 

高
山
利
明 

長
野
支
部

　

本
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
賛

助
会
員
様
に
よ
る
展
示
会
を
通
常
総

会
開
催
に
合
せ
、
第
一
回
「
な
が
の
ん

飲
食
フ
ェ
ア
」
と
題
し
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
も
行
わ
れ
、
十
一
社
様
の

協
力
を
得
て
展
示
会
が
始
ま
り
、
試

飲
、
試
食
、
即
売
会
な
ど
各
企
業
の

ア
ピ
ー
ル
度
が
伝
わ
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
初
よ
り
隔
年
開
催
の
予
定
の
た

め
一
年
措
い
て
開
催
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
本
年
度
の
開
催
を
参
考
に
さ

ら
に
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
準
備
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

長
野
県
に
於
い
て
は
、
平
成
9
年

行
政
組
織
の
改
編
等
に
よ
り
保
健
所

の
統
廃
合
が
行
わ
れ
、
現
在
の
保
健

所
は
11
箇
所
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
組
合
組
織
は
旧
態
依
然
の
ま
ま

増
加
し
、
18
支
部
で
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
生
活
衛
生
関
係
の
組
合

と
し
て
地
域
の
保
健
所
と
の
係
わ
り

が
肝
要
で
あ
り
、
監
督
、
指
導
、
情

報
提
供
を
受
け
ら
れ
、
ま
た
支
部
総

会
、
行
事
等
に
保
健
所
が
参
加
で
き

る
組
織
構
成
、
行
政
機
関
と
組
合
の

よ
り
太
い
パ
イ
プ
つ
く
り
の
た
め
に

も
、
行
政
区
に
1
支
部
と
す
る
こ
と

が
最
適
条
件
で
あ
り
ま
す
。

　

全
県
で
の
行
事
等
の
遂
行
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の

行
事
、
会
議
、
親
睦
を
図
る
こ
と
は

容
易
で
あ
り
、
支
部
間
の
情
報
交
換

を
密
に
す
る
こ
と
に
よ
り
会
員
メ
リ

ッ
ト
の
増
加
を
図
り
、
組
織
強
化
、

拡
充
に
繋
げ
る
。
さ
ら
に
広
い
視
野

に
立
ち
、
若
い
人
材
の
養
成
、
人
材

の
確
保
を
目
指
す
。
会
員
の
全
員
参

加
の
組
合
運
営
を
実
現
す
る
。

　

近
年
、
組
合
員
の
高
齢
化
、
会
員

の
退
会
が
増
加
す
る
中
で
、
支
部
役

員
の
人
材
不
足
等
に
よ
る
支
部
組
織

の
弱
体
化
、
解
散
に
至
る
状
況
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、隣
接
の
支
部
間
（
同

ブ
ロ
ッ
ク
内
）
の
支
援
、
協
力
に
よ

る
組
織
強
化
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

飲食生同だより  No.48－２
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の
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フ
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催
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18
支
部
か
ら
保
健
所
行
政
区
に
沿
っ
た

　
　
　
　
10
支
部
へ
改
編

各展示ブースの数々

受賞のようす



委員長　和田 暮男

委員長　武田 雅成事業委員会

福祉厚生委員会
　「一期一会ようこそ！ふくしまへ」第53回全飲連全国福島県
大会は平成27年6月24日(水)福島県飯坂温泉パルセいいざ
かを会場に開催され、全国より多くの仲間が結集する中、我
が長野県からは十三名の参加を頂きました。
　4年前のあの忌まわしい東日本大震災に見舞われた福島
県を含む東北の仲間は、あの時どんなにか辛い思いをされた
だことでしょう。
未だ復興が進行していない現状の中、前を向いて頑張ってい
る仲間に接した時、私達も頑張らなくてはと思いました。
　しかし忘れてはいけません。
あの翌日に我が長野県でも北部が大震災に見舞われたので
す。
比べれば、東北の方がはるかに被害が大きく大切な家族や仲
間の命を失い、未だ行方の判らない方も居ます。
更に、福島第一原発事故による 放射能汚染により、家に帰れ
ない方もいるのです。 この苦しみや悲しみはいつまで続くので
しょうか。
　そんな福島県の仲間に少しでも元気を上げられたらの思い
もあり少人数ではありましたが、参加して参りました。
　会場に着くと「ようこそふくしまへ」と歓迎を受けオープニン
グアトラクションの中、会場入、開会式典では都道府県の理
事長の紹介があり、我が長野県の荻原理事長が紹介される
と精一杯の声で声援を送りました。 この時ばかりは各県の声
援合戦さながらになります。
　大会実行委員長、大会会長の挨拶、来賓のご紹介と祝辞と
続き、永年にわたり組合に顕著な功績のあった方に表彰状が
授与されました。　

　私たちの組合は、飲食業において衛生措置の基準を遵守
し、経営の健全化、振興等を通じて衛生施設の改善向上を図
るため、自主的活動を促進するとともに、営業の振興の計画的
推進等の措置を自主的に講じ、もって公衆衛生の向上と増進
に資することを目的とし設立された組織であることは周知の通
りです。
　本年も組合員皆様のご協力のもと委員会活動を推進してま
いりたいと思いますが、飲食業界を取り巻く経営環境、特に私
たち中小飲食店の環境改善には、依然として厳しい状況であ
ります。
　そのような折、どうして県生同は組合費を値上げせざるを得
なかったのか、なぜ組織の再編をしたのか？　この先このまま
だとどうなるのか？　
　今まさに、大企業の粉飾決算をはじめ、これまでの価値観
や常識が揺らぎ、生活や仕事のあり方も変わるなど、世の中全
体が変化いるのだと思われます。
　揺れ動く時代に打ち勝つ鍵を組合員の皆様にお届けしな
ければならないと思いますが、まずは組合HP（naganon.com）
を開いて見て欲しいのです。
　「第一回ながのん飲食フェア」でも人気のあった「トリムの整
水器」や「ユダの日用雑貨品」さらには「ネクシィーズBBの初
期費用 0円のレンタルで、照明をLED化」など皆さんのメリッ
トになる商品を探すことや、各種の補助金を活用する方法を
　

知ることができると思います。
　さらに自動車保険や火災保険等も団体加入割引料金でご
加入いただけます。
　これら組合推薦の商品購入や保険加入することにより組合
員皆様のメリットはもちろん支部にもわずかではありますが組
合費収入として還元されます。
　更に昨年度から掲載料やHP作成料金がとてもお安くな
っております。
　◎HP作成料　　　　 10,000円だったのが 5,000円
　◎組合HPへの掲載料　　年間12,000円が 6,000円
　又、キャラクター「ながのん」の認知度も徐々に上がってま
いりました。
おかげで、組合HPのアクセス数が増えております。
　(300 ～ 500アクセス/月)

　個々で宣伝するよりも組合でPR！　今が頑張り時！！
　この厳しい時代を乗り切るため、県生同組合の活性化や、
ますます苦しくなる支部財政を補うためにも、組合員増強はも
ちろんですが、組合員それぞれが使命を胸に今後とも個人の
ことばかりでなく、組合組織全体を見据えた活動にご尽力頂
けることを切にお願い申し上げます。

　続いて大会一番の意義である大会スローガン、大会宣言が
発表され「全国組合員が一丸となって組合組織の存在と活性
化を図り、我々飲食業者は国民の信託に応えるために努力す
る」と全員で宣言した。
　終わりに、次回の開催県が富山
県になり、キャッチフレーズは「食、
人、きときと富山に来られんか」平
成28年5月25日（水）、会場は富
山県富山市オーバードホールと
決定。北陸新幹線の延伸により、
今脚光を浴びている富山。 その
文化や歴史に触れながら大会に
参加しませんか。本年度福島県
大会にご参加頂きました皆様に
は感謝を申し上げますと共に、来
年度も宜しくお願い申し上げます。
　さて、毎年恒例の松江杯ゴルフコンペは、来る10月21日
（水）、千曲市の千曲高原カントリークラブで実施。その頃は紅
葉も綺麗で、気持ちも良い高原で楽しく親睦を図りたいと思い
ます。　表彰式は戸倉上山田温泉、民芸の宿「中央ホテル」で
夜の懇親を兼ねて宴会の席にて行います。
宿泊は勿論、宴会表彰式のみの出席も歓迎です。多くの組合
員様のご参加をお願いいたします。
　最後に、年末年始物資斡旋に付いてです。この「生同だよ
り」に折り込みされてます広告は当組合にご協力頂いています
賛助会員様です。 参考にして頂き是非ご注文をお願い申し上
げます。
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皆さんのお店も
　　　どんどんHPに載せて宣伝しましょう

平成27年10月発行 長野県飲食生同だより　
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　会員の皆々様には日頃より、大変お世話になっております。
　専門委員会の統轄の任を受け、 2期目となりました。
また新たな気持ちで、 各委員長と共に組合活動に取り組んで行
きたいと思います。
　本年度、中信地方の活性化と共に、生活衛
生同業組合の知名度と認知を図ることを目的と
し、12生同が一同に会して取組実施した、今夏
の「松本ゆかた」キャンペーン。 地域の組合員
の協力もあり、実績も上がったと思っています。
　県生活衛生営業指導センターの協力により
実現した、この度の事業が、 今後の生活衛生
同業組合の活動に生かされれば幸いと思います。
　それぞれの組合が独自の発想で、お客様に自社の商品にサー
ビスを付け提供し、 活性化と知名度アップを行って来た。 これ
からの結果が気になるところです。
　さて、当組合、飲食業生活衛生同業組合はどうだろう？
　組合の事業内容、活動内容を組合員一人ひとりが理解してい
るだろうか、疑問である。 一般の皆様にも理解して頂くことが、組
合組織の構築の一歩であると思うと共に、 大切な点ではなかろ
うか？ 今回の活動で感じた一言であります。
　末筆ではありますが、指導センターの関係者の皆様に感謝申
し上げます。

統 轄　藤井 國廣専門委員会
　財務の原点より
　財務委員長の新村です。私が当組合に係わるように
なって十数年になります。 全国長野県大会が翌年に控
えており、本当に毎週のように会議会議の連続でした。
その頃が当組合の絶頂期でした。 3,000名を超える組
合員を誇り、 翌年の全国長野県大会は大成功でした。 
そして、千数百万円の黒字ができた訳です。 そのお金を
将来の事務所建設資金にしようと特別会計に組み込ん
だ訳です。 その特別会計が今や400万円余となってい
ます。
　財務委員長となって3年目を迎えたわけですが、昨年
度よりやっと特別会計に手を付けずに運営ができるよう
になって来ました。 3,000名の会員が今では1,600名を
割り込むような数になってきましたが、 今年度より会費
を2,000円に値上げげさせて頂き、 「入りを増やし出を
減らす」と言う会計の原点に立ち返り、 もう一度財務を
見直して行くつもりです。
　組合員の皆様方、取り分け理事の皆様方には無理を
して頂いていますが、 何とかもう少しの間我慢をして頂
き、当組合の立て直しに心よりの御協力をお願い申し上
げます。

委員長　新村 孝正財務委員会

　会員の皆様には、常日頃お世話になり厚く御礼申し上げます。
委員長の松尾でございます。 宜しくお願いいたします。
　平成27年度、通常総会が6月10日に犀北館ホテルにて開催さ
れました。26年度事業報告、27年度事業計画、任期満了に伴う
役員改選が滞りなく決議、承認されました事ご報告申し上げます。
　組織対策委員会では下記のような27年度の事業計画を実施
してまいります。
  1.各支部再編、組合組織改正による組織強化と支部の強化、  
　 活性化に努める。
  2.会員のための事業形成と利益還元に努める。
  3.自主管理に関する事。
  4.役員選出等に伴う若い人材の導入と意欲的な経営者の育成。
  5.組合未加入者の加入促進に努める。
　 以上の事業計画を要約すると、支部編成をし新組合組織の
改正による組織強化、組合事業を拡充し、組合の発展に期する。
会員がいて単組があり、支部が生かされ、県組織が生かされる。
新組織を通じて会員の利益向上のために、 スピーディに情報伝
達を行い、組合費以上のサービスを会員に還元していることを周
知し、 会員の維持、新規会員の加入につなげるよう努める。
　各支部で一日一店、会員仲間を増やすことが重点事業と考え
ております。
　会員の皆様の絶大なご協力、 ご指導をお願いいたします。

委員長　松尾 久雄組織対策委員会
　本年度、新設されました広報委員会の委員長、阿部
でございます。
宜しくお願い致します。
  1.年一回の飲食生同だよりの発行
  2.広報活動を通じての敏速な情報伝達、組合員への
　 組合活動の周知
行なう事業活動は少ないとは思いますが、 広く組合員
へ生同組合の現況を伝え周知させるため、 また広報活
動を通じ組合組織内の連携、強化を図るために、 広報
活動はとても重要な役割を担っていると思います。
　インターネット等で、あらゆる情報を容易に得ることが
できる現代ですが、一方で高齢化の進む中、やはり情報
は紙面、活字でと言う方もいらっしゃると思います。 事
業委員会のホームページと並行して、組合員のための最
新の情報を提供できるよう努めて行きたいと思います。
　今回は掲載できなかった組織改正によるブロック会
議の様子なども今後の「飲食生同だより」で紹介できた
らと思います。
　また、この広報誌「飲食生同だより」
がひとりでも多くの方に読んでいただ
けるよう配布等のご協力お願いいたし
ます。

委員長　阿部 松枝広報委員会

平成27年10月発行長野県飲食生同だより　

池の平ホテル＆リゾーツは、 皆様が楽しい思い出を
つくる事ができる、 そんなリゾートを目指しております。
池の平ホテル＆リゾーツは、 皆様が楽しい思い出を
つくる事ができる、 そんなリゾートを目指しております。

TEL0266-68-2211 TEL0266-68-2211 TEL0267-55-6204 TEL0267-65-8811TEL0266-68-2211 TEL0266-68-2211 TEL0267-55-6204 TEL0267-65-8811



５－飲食生同だより  No.48

地 区 だ よ り

私 の お 店 紹 介

　会員 37 名の上小支部丸子地区支部では、9 月 15 日丸子澤田公
民館にて金井支部長はじめ、役員、会員の参加によって「魚鳥供養」
が執り行われました。
　金井良太支部長は、日々魚や肉をいただいて、生業としている
者として食材に感謝して、形あるもの、無きものの命を生かす技
術を、高める努力をすることを誓い、八百よろずの神のお加護を
願うものですと挨拶され、祭事終了後には、役員により、依田川
に鯉を放流し魚鳥の恵みを感謝して供養をしました。

自家菜園の野菜を中心に身体にも美味しい
フランス料理です！

魚鳥供養 盛大に行われる

ミューズ・シェ・シゲレストラン

長野県中野市竹原 1885-4
TEL 0269-23-3852
営業時間 12:00 ～ 14:00 18:00 ～ 22:00

平成27年10月発行 長野県飲食生同だより　

神宮祝詞玉串奉奠（たまぐしほうてん）

鯉の放流

役員の皆様

平成 27年 9月 15 日
取材　広報委員

http://muse1999.sakura.ne.jp

フランス料理のお店
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TEL 026-254-7768
FAX 026-286-3339
TEL 0263-32-9240
FAX 0263-35-2483
TEL 0263-72-2562
FAX 0263-72-1569
TEL 026-224-6211
FAX 026-224-1881
TEL 026-222-1071
FAX 026-222-4130
TEL 0268-24-5522
FAX 0268-24-5531

TEL 03-5459-7921
FAX 03-3476-7885

TEL 026-263-1770
FAX 026-263-1773
TEL 0268-35-0046
FAX 0268-36-3707
TEL 026-224-3355
FAX 026-224-1558
TEL 026-293-1920
FAX 026-293-1920
TEL 026-286-2801
FAX 026-286-2835
TEL 026-224-3311
FAX 026-224-3414
TEL 026-228-5331
FAX 026-228-5556
TEL 026-221-1234
FAX 026-221-1333
TEL 026-267-8560
FAX 026-267-8561
TEL 026-268-2355
FAX 026-268-2582
TEL 026-231-6221
FAX 026-213-6275
TEL 027-330-3304
FAX 027-330-3232
TEL 026-272-0333
FAX 026-273-4584
TEL 0263-87-6738
FAX 0263-87-6739

TEL 0263-32-5170
FAX 0263-32-5170
TEL 026-235-3333
FAX 026-235-3365
TEL 026-269-8800
FAX 026-269-8813

TEL 0268-36-4646

TEL 026-226-4240

竹の響
竹割箸

飲 料

わさび

飲 料

酒 類

繊維製品
厨房用品

LEDエネルギー
環境事業　

米 類

酒類

海 苔

厨房排気設備
メンテナンス
業務用調味料
加工食品

飲 料

飲 料

業務用食品卸
販 売
電解水素水
整水器
業務用
クリーングッズ
各種印刷
サービス

酒 類

麺 類

色素・香料
その他添加物

飲食店組合

宿泊・宴会

委託給食
受託給食

〒381-2206 長野市青木島綱島
字梵天浦 637-2
〒390-0815 松本市深志 2-5-26
松本第一ビル 6階
〒399-8205
安曇野市豊科 4932
〒380-0921 長野市栗田 991-1
イーストゲート長野５階
〒380-0912
長野市稲葉日詰沖 1421-2
〒386-0041
上田市秋和 237-6

〒150-0031 渋谷区桜丘町 20-4
ネクシィーズスクエアビル

〒381-0025
長野市北長池 1894-2
〒386-0407
上田市長瀬 2999-1
〒380-0928
長野市若里 6-5-30
〒388-8002
長野市篠ノ井東福寺 431
〒381-2213
長野市広田 103
〒380-0836
長野市南県町 1081
〒380-0836
長野市南県町 1040-1
〒381-0022
長野市大豆島 2929
〒380-0824 長野市南石堂町 1293
長栄南石堂ビル 3F
〒380-0913
長野市川合新田 2060
〒380-0815 長野市鶴賀田町 2090-5
ブリランテサクラ 301
〒370-0849 群馬県高崎市
八島町 265 イノウエビル４F
〒387-0007
千曲市大字屋代 2783 番地
〒399-0034
松本市野溝東１丁目 17-10

〒390-0874 松本市大手 1-3-31
松本事務局
〒380-0838
長野市県町 528 番地
〒380-0921
長野市栗田 8-1
〒386-0407
上田市長瀬 2827-1
〒381-0034
長野市高田 338

滝沢食品 株式会社

株式会社 ヨシオカフーズ

松本飲食店組合

株式会社 長野ホテル犀北館

株式会社 ミールケア

料亭　緒環 （おだまき）

御食事処　乙妻

賛助会員名簿一覧（加入順）

特別会員名簿一覧（加入順）

有限会社
アール・イー・コーポレーション
アサヒビール 株式会社
長野支社

株式会社 マル井

サッポロビール 株式会社
関信越本部  長野支社

信州酒販 株式会社

株式会社 ユダ

株式会社Nexyz.BB（ネクシィーズBB）

ベイクックコーポレーション 株式会社
炊飯部

信州銘醸 株式会社

Inhex

岡田海苔 株式会社

日本食研 株式会社  長野支店

サントリー酒類 株式会社
甲信支店

キリンビールマーケティング 株式会社
長野支社

ユーシーシーフーヅ 株式会社
長野支店

株式会社 サニクリーン甲信越

株式会社 日本トリム  長野営業所

ぷりんと博士 長野北店

宝酒造株式会社　関信越支社
販売統括部　信越支店

住　所（事業所）会　社　名

住　所（事業所） 電話番号　　　　　  備　考

電話番号　　　　　  備　考

会　社　名

インヘックス

和食・宴会

和食・宴会

TEL 026-282-1211
FAX 026-251-9000

厨房機器販売
メンテナンス

〒381-0101
長野市若穂綿内 1136-6ホシザキ北信越 株式会社

指定業者名簿一覧（加入順）
住　所（事業所） 電話番号　　　　　  備　考会　社　名

平成27年10月発行 長野県飲食生同だより

会員の皆様 大いに活用しましょう!!
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て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
期
二
年
、
頑
張
っ
て
成
果
を
出
し

た
い
と
努
力
す
る
つ
も
り
で
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
御
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

第
11
回
長
野
県
飲
食
業
生
活
衛
生

　
　
　
　
同
業
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　 

「
松
江
杯
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」

開
催
日
　
平
成
27
年
10
月
21
日
（
水
）

場
　
所
　
千
曲
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

宿
　
泊
　
戸
倉
上
山
田
温
泉

　
　
　
　
民
芸
の
宿
　
中
央
ホ
テ
ル

平
成
27
年
度
　
新
年
理
事
会

　
　
　
　
　
　（
佐
久
支
部
）

開
催
日
　
平
成
28
年
2
月
4
日
（
木
）

場
　
所
　
佐
久
市

 

　
佐
久
平
プ
ラ
ザ
21

平
成
28
年
度
　
第
40
回
通
常
総
会
　

　
　
　
　
　
　（
総
代
会
）

開
催
日
　
平
成
28
年
6
月
7
日
（
火
）

場
　
所
　
長
野
市
　
犀
北
館
ホ
テ
ル

　
ど
ん
な
記
事
を
載
せ
、
ど
ん
な
内

容
に
し
よ
う
か
？
色
々
考
え
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
記
事
が

集
ま
ら
ず
大
変
な
事
に
。
ま
た
無
力

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
広
報

委
員
長
に
な
り
、
自
分
の
経
験
の
中

で
は
初
め
て
…
私
は
重
圧
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
理
事
長
始
め
、
役
員

の
皆
様
、
事
務
局
、
そ
し
て
委
員
の

方
々
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
発
行
に

　 　
ど
ん
な
記
事
を
載
せ
、
ど
ん
な
内

容
に
し
よ
う
か
？
色
々
考
え
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
記
事
が

集
ま
ら
ず
大
変
な
事
に
。
ま
た
無
力

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
広
報

委
員
長
に
な
り
、
自
分
の
経
験
の
中

で
は
初
め
て
…
私
は
重
圧
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
理
事
長
始
め
、
役
員

の
皆
様
、
事
務
局
、
そ
し
て
委
員
の

方
々
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
発
行
に

　

漕
ぎ
着
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
営

業
の
厳
し
い
中
、
協
力
を
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
感
謝
を
し
、
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
世
の
中
、
時
代
と
共
に
高
齢
化
が

進
み
、
最
近
こ
ん
な
言
葉
を
耳
に
し

ま
し
た
。

  　
そ
ん
な
人
と
接
し
て
、
人
と
の
輪

を
作
り
広
げ
、
前
向
き
に
生
き
る
と

い
う
事
を
思
っ
て
い
る
、
今
日
こ
の
頃

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
の
御
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
広
報
委
員
長
　
阿
部
松
枝

こ
れ
か
ら
の
人
生
改
め
て

　
　
〝
教
養
と
教
育
〞に
生
き
る

教
養
と
は  

今
日
用
事
が
あ
る

教
育
と
は  

今
日
行
く
所
が
あ
る

毎
日  

用
事
を
作
っ
て

　
　
　
　
　

行
く
所
を
作
る

平成27年10月発行長野県飲食生同だより


